
近
年
、
世
界
中
で
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
重
症
急
性
呼
吸

器
症
候
群
）
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染

症
の
爆
発
的
流
行
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
、

世
界
三
大
感
染
症
と
い
わ
れ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
、

マ
ラ
リ
ア
、
結
核
は
合
わ
せ
て
年
間
に
六
○
○
万

人
も
の
命
を
奪
っ
て
お
り
、
危
機
が
恒
常
化
し
て

い
る
。
感
染
症
は
人
々
の
健
康
と
生
命
へ
の
深
刻

な
脅
威
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
人
間
の
安
全
保

障
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど

の
感
染
症
が
爆
発
的
に
流
行
す
る
か
は
予
測
が
困

難
で
あ
る
た
め
、
国
際
社
会
全
体
に
と
っ
て
、
感

染
症
の
予
防
と
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

本
稿
は
、
感
染
症
の
な
か
で
も
人
間
の
安
全
保

障
へ
の
最
も
深
刻
な
脅
威
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
る

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
を
論
じ
る
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ

に
関
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
取
り
組
み
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
優
れ
た
邦
語
研
究
が
あ
る
（
参

考
文
献
③
）。本
稿
の
目
的
は
よ
り
限
定
的
で
あ
り
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
を
人
間
の
安
全
保
障
と
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
観
点
か
ら
概
観
し
、

そ
の
課
題
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

●
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
と
人
間
の
安
全
保

障

一
九
八
一
年
に
初
の
エ
イ
ズ
患
者
が
報
告
さ
れ

て
以
来
、
四
半
世
紀
が
経
つ
。
そ
の
間
、
エ
イ
ズ

に
よ
る
死
亡
者
数
は
全
世
界
で
二
五
○
○
万
人
を

超
え
て
お
り
、
二
○
○
五
年
だ
け
で
三
一
○
万
人

が
犠
牲
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
同
年
末
の
時
点

で
四
○
三
○
万
人
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
お
り
、

年
間
に
四
九
○
万
人
が
新
た
に
感
染
し
た
と
推
定

さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑬
）。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者

の
数
は
地
域
的
に
大
き
な
偏
り
が
あ
り
、
二
五
八

○
万
人
が
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
に
集
中
し
て
い

る
。
ま
た
、
最
近
で
は
イ
ン
ド
と
中
国
に
お
け
る

感
染
爆
発
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
、
日
本
で
は
国
内

に
お
け
る
流
行
を
懸
念
す
る
声
が
あ
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
と
は
い
か
な
る
問
題
だ
ろ
う

か
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
防
止
は
健
康
の
問
題
と
み
な

さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
影
響
は
一
国
の

政
治
・
軍
事
・
社
会
・
経
済
な
ど
の
各
領
域
に
わ

た
る
。
た
と
え
ば
、
官
僚
・
軍
人
・
教
師
へ
の
感

染
の
拡
大
は
、
行
政
・
国
防
・
教
育
を
停
滞
さ
せ

る
。
若
年
層
や
壮
年
層
の
喪
失
は
労
働
人
口
の
減

少
に
つ
な
が
り
、
医
療
負
担
の
増
大
は
家
計
や
国

家
財
政
を
逼
迫
さ
せ
、
そ
れ
ら
は
と
も
に
国
民
経

済
の
発
展
を
妨
げ
る
。
エ
イ
ズ
に
よ
り
片
親
な
い

し
は
両
親
を
失
っ
た
一
八
歳
未
満
の
児
童
の
増
加

は
、
国
の
将
来
に
影
を
落
と
す
（
こ
の
よ
う
な
孤

児
は
、
全
世
界
に
約
一
五
○
○
万
人
、
う
ち
サ
ハ

ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
に
約
一
二
○
○
万
人
い
る
と
い

わ
れ
る
（
参
考
文
献
⑮
、p.193

）。

他
方
、
人
間
の
安
全
保
障
と
い
う
概
念
は
、
国

家
を
中
心
と
す
る
見
方
と
は
異
な
っ
た
視
点
を
提

供
す
る
。
二
○
○
三
年
に
、
こ
の
概
念
を
総
括
し

た
人
間
の
安
全
保
障
委
員
会
報
告
書
は
、
人
間
の

安
全
保
障
を
「
人
間
の
生
に
と
っ
て
か
け
が
え
の

な
い
中
枢
部
分
を
守
り
、
す
べ
て
の
人
の
自
由
と

可
能
性
を
実
現
す
る
こ
と
」
と
み
な
す
（
参
考
文

献
⑤
、
一
一
ペ
ー
ジ
）。
ま
た
、
一
九
九
四
年
に

同
概
念
を
提
起
し
た
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ

Ｐ
）
の
『
人
間
開
発
報
告
書
』
は
、
人
間
の
安
全

保
障
の
構
成
要
素
の
一
つ
と
し
て
、「
健ヘ

ル
ス
・
セ

康
の
安

全キ
ュ
リ
テ
ィ

保
障
」
を
あ
げ
て
い
た
（
参
考
文
献
⑯
、

chapter 2

）。
こ
の
観
点
か
ら
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ

イ
ズ
は
、
国
家
の
存
続
や
発
展
に
影
響
を
お
よ
ぼ

す
た
め
と
い
う
よ
り
も
、
ま
ず
個
々
の
人
々
の
生

と
尊
厳
へ
の
脅
威
で
あ
る
た
め
に
、
重
要
な
関
心

事
と
な
る
。

人
間
の
安
全
保
障
は
ま
た
、
き
わ
め
て
包
括
的

な
概
念
で
あ
り
、
そ
の
範
囲
は
健
康
、
貿
易
、
環

境
、
開
発
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
争
点
領
域
に
お
よ

健
康
の
安
全
保
障
│
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

特集／人間の安全保障の現在

三
浦

聡
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集
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特集／人間の安全保障の現在

ぶ
。
そ
の
実
現
に
は
、
政
府
だ
け
で
な
く
、
国
際

機
関
、
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
企
業
、
財
団
、
研
究
教
育
機
関
な
ど
の

多
様
な
利ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー

害
関
係
者
が
関
わ
り
、
さ
ら
に
国
際
規

範
の
形
成
、
ル
ー
ル
の
制
定
と
施
行
、
国
内
に
お

け
る
民
主
的
な
良グ

ッ
ド
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

い
統
治
の
実
現
、
市
場
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
活
用
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
う
じ
た
情
報

交
換
や
学
習
の
促
進
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
手
段

が
用
い
ら
れ
る
（
参
考
文
献
②
）。
人
間
の
安
全

保
障
の
特
徴
と
課
題
は
、「
一
つ
ひ
と
つ
の
現
象

に
個
別
に
取
り
組
む
」
と
い
う
よ
り
も
、「
種
々

の
問
題
を
統
合
し
て
捉
え
る
」
点
に
あ
る
（
参
考

文
献
⑤
、
一
五
ペ
ー
ジ
。
ま
た
、
参
考
文
献
①
も

参
照
さ
れ
た
い
）。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
に
お

い
て
も
、
多
様
な
争
点
領
域
、
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ

ー
、
レ
ベ
ル
、
手
段
を
総
合
的
に
と
ら
え
る
視
座

が
不
可
欠
で
あ
る
。

●
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
と
し
て
の
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
エ
イ
ズ

グ
ロ
ー
バ
ル
な
（
な
い
し
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
含

意
を
も
つ
ロ
ー
カ
ル
な
）
問
題
に
さ
ま
ざ
ま
な
ス

テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
多
様
な
手
段
を
用
い
て
取
り

組
む
活
動
や
制
度
の
総
体
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ

バ
ナ
ン
ス
と
よ
ば
れ
る
。
そ
の
第
一
歩
は
、
あ
る

問
題
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
と
し
て
の
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
重
要
性
は
、
国
連
や
Ｇ
８
な
ど

の
場
で
確
認
さ
れ
て
き
た
。
二
○
○
○
年
の
国
連

ミ
レ
ニ
ア
ム
総
会
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
「
国
連

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
」
で
は
、
八
つ
の
目
標
の

第
六
番
目
に
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
、
マ
ラ
リ
ア
、

そ
の
他
の
疾
病
の
蔓
延
防
止
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
二
○
○
一
年
に
は
国
連
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
特

別
総
会
が
開
催
さ
れ
、「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に
関

す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
宣
言
」
に
お
い
て
、
こ
の

感
染
症
の
拡
大
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
緊
急
事
態
」

で
あ
り
、「
開
発
目
標
の
実
現
へ
の
深
刻
な
障
害

と
な
っ
て
い
る
」
と
の
認
識
が
示
さ
れ
た
（
参
考

文
献
⑰
）。
二
○
○
○
年
の
Ｇ
８
九
州
・
沖
縄
サ

ミ
ッ
ト
で
は
、
三
大
感
染
症
対
策
の
必
要
性
が
謳

わ
れ
、
そ
の
後
二
○
○
二
年
に
世
界
エ
イ
ズ
・
結

核
・
マ
ラ
リ
ア
対
策
基
金
（
Ｇ
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
が
設

立
さ
れ
た
。
ま
た
、
近
年
で
は
経
済
界
に
お
い
て

も
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、

Ｇ

Ｂ

Ｃ
（G

lobal B
usiness C

oalition on H
IV/

A
ID

S

）
が
組
織
さ
れ
て
い
る
（
企
業
に
よ
る
感

染
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
参
考
文
献
④
）。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
課

題
と
し
て
、
政
府
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
市
民
社

会
・
企
業
・
感
染
者
や
患
者
な
ど
の
参
加
、
あ
ら

ゆ
る
政
策
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
を
組
み
こ
む

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
主

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ

流

化
、
適
切
な
予
防

と
ケ
ア
・
治
療
の
実
現
、
感
染
者
・
患
者
の
権
利

の
尊
重
、
女
性
や
子
供
の
能エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

力
強
化
、
ワ
ク
チ

ン
な
ど
の
研
究
開
発
の
促
進
、
紛
争
・
災
害
の
予

防
・
対
策
、
更
な
る
資
金
の
確
保
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑰
）。
こ
れ
ら
目
標
を
実

現
す
る
た
め
の
手
段
は
多
様
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

安
価
な
抗
レ
ト
ロ
ウ
ィ
ル
ス
薬
の
流
通
に
は
、
世

界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
に
お
け
る
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
ｓ

協
定
（
知
的
所
有
権
の
貿
易
関
連
の
側
面
に
関
す

る
協
定
）
の
柔
軟
な
運
用
や
見
直
し
と
い
っ
た
、

国
際
制
度
の
革
新
や
改
革
が
必
要
で
あ
る
。
だ
が

以
下
で
は
、
現
場
に
お
け
る
感
染
症
対
策
の
改
善

と
革
新
と
い
う
観
点
を
重
視
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
焦
点
を
絞
っ
て
論
じ
る
。

●
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ガ
バ
ナ

ン
ス

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
に
必
要
な
カ
ネ
・
モ
ノ

・
ヒ
ト
・
チ
エ
な
ど
の
資
源
は
、
官
産
民
の
各
セ

ク
タ
ー
に
散
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
セ
ク
タ
ー
ご

と
の
対
策
が
重
複
し
て
い
れ
ば
非
効
率
的
で
あ
り
、

そ
れ
ら
の
調
整
・
連
携
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

の
点
を
踏
ま
え
て
、
近
年
、
セ
ク
タ
ー
の
壁
を
越

え
た
協
働
を
通
じ
て
問
題
の
解
決
を
図
る
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
や

マ
ル
チ
セ
ク
ト
ラ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
注

目
さ
れ
て
い
る
（
こ
れ
ら
用
語
は
多
義
的
だ
が
、

感
染
症
対
策
に
お
い
て
、
前
者
は
官
と
産
の
連
携
、

後
者
は
そ
れ
に
民
を
加
え
た
連
携
を
意
味
す
る
こ

と
が
多
い
。
な
お
、
マ
ル
チ
セ
ク
ト
ラ
ル
・
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
は
、
能
力
強
化
、
偏
見
・
差
別

の
解
消
、
持
続
的
な
解
決
策
の
構
築
な
ど
を
目
的

と
し
て
、
感
染
者
・
患
者
の
主オ

ー
ナ
ー
シ
ッ
プ

体
的
関
与
が
重
視

さ
れ
て
い
る
）。
感
染
症
対
策
は
、
マ
ル
チ
セ
ク

ト
ラ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
対
す
る
広
範
な

支
持
が
存
在
し
、
そ
れ
が
盛
ん
に
試
み
ら
れ
て
い

る
領
域
の
一
つ
で
あ
る
（
参
考
文
献
⑤
、
一
九
九

ペ
ー
ジ
、
⑨
、
⑮
、chapter 7

、
⑰
）。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
に
お
け
る
国
内
の
（
あ

る
い
は
国
境
を
越
え
た
）
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
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推
進
し
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
組
織
と
し
て
、
国

連
機
関
に
よ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
を
調
整
し

つ
つ
同
対
策
を
広
範
に
主
導
・
唱
導
す
る
国
連
エ

イ
ズ
合
同
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）、
お
も
に
資

金
面
で
三
大
感
染
症
対
策
を
支
援
す
る
Ｇ
Ｆ
Ａ
Ｔ

Ｍ
、
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
を
め
ざ
す
国
際
エ
イ
ズ
ワ

ク
チ
ン
推
進
構
想
（
Ｉ
Ａ
Ｖ
Ｉ
）
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
組
織
に
は
、
政
府
だ
け
で
な
く
民

間
財
団
や
企
業
な
ど
も
拠
出
し
て
い
る
。
ま
た
、

Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
調
整
委
員
会
と
Ｇ

Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
理
事
会
に
は
、
政
府
だ
け
で
な
く
感

染
者
・
患
者
団
体
を
含
む
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
加
わ
っ
て
い

る
（
前
者
に
は
国
連
機
関
、
後
者
に
は
財
団
と
企

業
も
参
加
し
て
い
る
）。

国
内
の
レ
ベ
ル
で
は
、
た
と
え
ば
ボ
ツ
ワ
ナ
の

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
を
実
施
す
る
た
め
に
、
同

国
政
府
、
ビ
ル
・
ア
ン
ド
・
メ
リ
ン
ダ
・
ゲ
イ
ツ

財
団
、
メ
ル
ク
社
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
包
括
的
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
エ
イ
ズ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ａ

Ｐ
）が
形
成
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑥
）。
ま
た
、

二
○
○
四
年
に
二
○
カ
国
の
政
府
、
国
連
機
関
、

感
染
者
・
患
者
団
体
な
ど
の
代
表
に
よ
る
会
議
で

合
意
さ
れ
た
「
ス
リ
ー
・
ワ
ン
ズ
」（Three 

O
nes

）
原
則
（
各
国
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策

に
お
け
る
、
①
一
つ
の
行
動
枠
組
み
、
②
一
つ
の

調
整
機
関
、
③
一
つ
の
監
視
・
評
価
シ
ス
テ
ム
）

は
、
各
セ
ク
タ
ー
の
対
策
を
調
整
す
る
必
要
性
や

す
べ
て
の
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
参
加
し
た
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
支
援
な
ど
を
謳
い
、
そ
の
仲
介

役
を
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
託
し
て
い
る
（
参
考
文
献

③
、
⑭
）。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
実
効
性
・
効
率
性
・
適

切
性
・
柔
軟
性
な
ど
の
点
か
ら
、
各
方
面
か
ら
の

支
持
と
期
待
を
集
め
て
い
る
。
だ
が
、
参
加
セ
ク

タ
ー
の
多
様
性
は
諸
刃
の
剣
で
あ
り
、
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
機
能
さ
せ
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
セ
ク
タ
ー
間
の
相
互
不
信
、
利
害
や

文
化
の
対
立
、
パ
ワ
ー
の
不
均
衡
、
特
定
の
セ
ク

タ
ー
（
と
く
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
実
質
的
な
参
加
・
関

与
の
不
足
な
ど
を
克
服
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

加
え
て
、
国
連
機
関
や
政
府
と
企
業
の
連
携
に
対

し
て
は
、
説
明
責
任
の
不
足
や
企
業
の
影
響
力
の

増
大
を
懸
念
・
批
判
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
存
在
す
る
。

●
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
や
人
間
の
安
全
保
障
に
関
す

る
情
勢
（
た
と
え
ば
感
染
者
の
数
や
分
布
）
や
問

題
の
認
識
は
時
と
と
も
に
変
化
し
、
か
つ
地
域
ご

と
に
異
な
る
（
参
考
文
献
⑮
、 chapter 1

）。
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
エ
イ
ズ
問
題
の
動
態
性
と
多
様
性
は
、
時
間

と
空
間
を
問
わ
ず
に
特
定
の
対
策
を
一
律
に
適
用

す
る
の
が
難
し
い
こ
と
、
そ
し
て
状
況
の
変
化
や

違
い
に
応
じ
た
柔
軟
な
対
応
が
要
求
さ
れ
る
こ
と

を
意
味
す
る
。

だ
が
、
完
全
な
試
行
錯
誤
に
も
と
づ
い
て
個
々

の
対
策
や
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
実
施
す
る
の
は
、

時
間
を
ふ
く
む
資
源
の
浪
費
に
つ
な
が
り
か
ね
な

い
。
現
場
で
の
問
題
解
決
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、

知
識
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
│
各
地
で
の
実
験
か
ら
得
ら

れ
た
教
訓
（
と
く
に
優

ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ

れ
た
実
践ス

）
の
「
体
系
的

な
流
通
・
共
有
・
適
用
」
│
の
手
法
を
導
入
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
、
問
題

を
共
有
す
る
ア
ク
タ
ー
の
間
に
ロ
ー
カ
ル
な
レ
ベ

ル
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
に
至
る
ま
で
の
多

層
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
（
参
考
文
献
⑪
、pp.12-13

、
⑤
、
二
六
五

ペ
ー
ジ
）。
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
や
、
ア
ジ
ア
諸
国
の

ド
ラ
ッ
グ
使
用
者
を
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
か
ら
防
ぐ
取
り

組
み
を
支
援
す
る
ア
ジ
ア
・
ハ
ー
ム
・
リ
ダ
ク
シ

ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
参
考
文
献
⑫
）
は
、
ベ

ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
規ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ

模
拡
大
を
実
現
す
る
た

め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
い
し
は
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
な
知

識
バ
ン
ク
を
構
築
す
る
試
み
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

は
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
る
。
第
一
に
、「
知

識
│

行
動
ギ
ャ
ッ
プ
」（know

-do gap

）
│
問
題

に
関
す
る
知
識
、
問
題
を
解
決
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
、

問
題
解
決
の
実
施
の
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
│
の
克
服
で

あ
る
（
参
考
文
献
⑧
、 p.113

）。
た
と
え
ば
、
Ｕ

Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
は
多
く
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
集

を
作
成
し
て
い
る
が
、
そ
の
知
識
を
得
る
こ
と
と

実
践
す
る
こ
と
は
別
で
あ
る
。
第
二
に
、
実
践
的

知
識
（
ノ
ウ
ハ
ウ
）
は
明
文
化
し
づ
ら
い
が
ゆ
え

に
、
そ
の
共
有
、
ま
し
て
や
適
用
に
は
困
難
が
伴

う
（
参
考
文
献
⑩
）。
第
三
に
、
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
の
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
に
お
い
て
は
、
成
功

例
を
別
の
場
所
に
機
械
的
に
適
用
す
る
よ
り
も
、

地
域
・
地
方
ご
と
の
事
情
に
応
じ
て
修
正
す
る

（「
ロ
ー
カ
ル
に
再
発
明
す
る
」）
必
要
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
（
参
考
文
献
⑩
）。
だ
が
、
ス
ケ
ー

ル
ア
ッ
プ
を
推
進
し
た
い
政
府
・
国
際
機
関
・
Ｎ

Ｇ
Ｏ
な
ど
に
と
っ
て
は
、
特
殊
性
を
重
視
し
す
ぎ

る
と
統
一
が
取
れ
ず
に
コ
ス
ト
が
か
さ
ん
で
、
ス
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ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
の
意
義
が
失
わ
れ
か
ね
な
い
。
あ

る
論
者
は
、
解
決
策
の
一
般
性
と
状
況
の
特
殊
性

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
「
多
様
性
を
許
容
す

る
ほ
ど
に
柔
軟
で
あ
り
な
が
ら
も
標
準
化
さ
れ
た

ア
プ
ロ
ー
チ
」
が
有
用
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
こ

れ
は
正
論
だ
が
、
そ
の
実
現
は
容
易
で
な
か
ろ
う

（
参
考
文
献
⑦
、p.26. 

国
内
で
の
ス
ケ
ー
ル
ア

ッ
プ
に
つ
い
て
は
⑥
も
参
照
の
こ
と
）。

感
染
症
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

問
題
と
可
能
性
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
ロ
ー
カ
ル
な
感
染
症
が
ヒ
ト
や
モ
ノ
の
移
動

に
よ
っ
て
即
座
に
グ
ロ
ー
バ
ル
に
拡
大
す
る
危
険

性
が
あ
る
一
方
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
の
ス

テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
協
働
や
情
報
交
換
を
つ
う
じ

て
、
感
染
症
対
策
が
進
展
し
う
る
。
だ
が
、
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
ま
た
、
課
題

を
抱
え
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
に
、

セ
ク
タ
ー
や
レ
ベ
ル
を
越
え
た
連
携
の
可
能
性
と

限
界
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
一
方
で
可
能
性
を
拡

大
し
、
他
方
で
限
界
を
克
服
す
る
実
験
の
積
み
重

ね
が
求
め
ら
れ
る
。
重
要
な
の
は
、
感
染
症
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
ひ
い
て
は
人
間
の
安
全
保
障
を
実
現
す

る
万
能
薬
を
追
い
求
め
る
よ
り
も
、
手
持
ち
の
処

方
箋
を
継
続
的
に
改
善
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

（
み 

う
ら

さ
と
し
／
東
洋
大
学
経
済
学
部
講
師
）
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